
原子力防災のしおり
～お越しいただいている皆様へ～

鹿児島県
原子力防災アプリ

原子力防災アプリの便利な機能

薩摩川内市には原子力発電所があります。

2024/4/1
16:00

Android版

ダウンロードはこちらから

iPhone版

もしもの時に，手軽で便利な
アプリをダウンロードしてください

避難所などでの受け付けはQRコードで可能
QRコードをかざしての受け付けとなり名簿の記入が不要に
なります QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

最寄りの測定局の空間放射線量を確認できる
現在地から最寄りの測定局の空間放射線量が確認できます

POINT 01

家族や友人の避難状況を確認できる
登録した家族や友人の避難状況が確認できます

POINT 02

避難に関する情報をすぐに受信できる
自治体からの避難情報がお知らせとして届きます

POINT 03

すぐに避難経路を確認できる
スマホのGPS機能を使って最適な避難経路を検索

POINT 04

POINT 05
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状況に応じてとるべき行動 川内原子力発電所からの距離と同発電所の状態などによって対応が変わります。 国や自治体からの情報を把握して，落ち着いた行動を！

ユーピーゼット 原発からおおむね5km～30km圏内で,
緊急防護措置を準備する地域です。UPZ

原則として 空間放射線量率が国の基準を超えた地域は

屋内退避 一時移転・避難

重大な事故が起きたら
放射性物質放出前に

避難により健康リスクが高まる方

※放射線防護対策を講じた施設

原発からおおむね5km圏内で,予防的
防護措置を準備する地域です。

ピーエーゼット

PAZ

予防的に避難 屋内退避施設※に退避

UPZ

PAZ

原子力防災アプリを使うと、
現在地から避難先までの最
適なルートが確認できます

PO I NT もしもの時は
■指示に従って行動してください。
■避難中はラジオ，スマートフォン，携帯電話などから情報を入手してください。

■テレビ
■ラジオ
■インターネット 等

■防災行政無線
■広報車
■緊急速報メール 等
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お知らせする内容
■事故の発生日時・概要 ■事故の状況 ■原子力発電所における対応状況 ■行政機関の対応状況
■一時滞在者（観光客等）がとるべき行動 ■避難対象区域 ■避難経路・避難先 ■避難退域時検査場所
■安定ヨウ素剤の配布場所

被ばくを避けるためにとる行動
近くの公共施設などの建物の中に入ることです。屋内退避することで，建物の気密性と放射線
をさえぎる効果により放射線による影響を少なくすることができます。
緊急ではありませんが，無用の被ばくをできるかぎり低くするため，一定期間（1週間程度内）の
うちにその地域から離れることです。
①原発からおおむね５㎞圏内で，国等の指示に基づき，原発から放射性物質が放出される前に
予防的に30㎞圏外に移動することです。

②原発からおおむね５㎞～30㎞圏内で，国等の指示に基づき，空間放射線量率が高い地点から
緊急（数時間以内）に離れることです。
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警戒事態 施設敷地緊急事態1段階 2段階

警戒事態 施設敷地緊急事態1段階 2段階 3段階 全面緊急事態
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